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梅雨の季節になりました。雨の日が続くと気持ちがどんより…。そんなときは、図書室にきて静かに本を

読んでみてはいかがでしょうか？新しい本も入ってきます！新たな本との出合いがあるかもしれませんね。 

前期中間考査から一週間が過ぎました。特に新１年生にとっては、高校生として初めての考査でしたが、日

頃の学習の成果を発揮することができましたか。 

今年も読書感想文・感想画の季節がやってきました♪ 図書室には、今年度の高等学校の部、課題図書３冊

を紹介しています。お友達はどんな本を選んでいるのでしょう？見に来てください♪ 

 

 

 

  

高等学校の部の課題図書は以下の３冊です。もちろん自由図書でも書いていいのですが、ぜひ、この中から

好きな本を選んで感想文・感想画に挑戦してみましょう！ 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 応募要項   ①本文 2,000 字（原稿用紙４枚）以内 

            ②提出締め切り   ８月２４日（月） 

 ＊８月２６日（水）～９月１日（火）第１回読書習慣に備えて、新刊の 

購入を７月に予定しています。購入して欲しい本があれば、図書室に 

あるリクエスト用紙に記入し堤出してください。（待ってま～す）  

人吉高等学校定時制 

令和 2 年 6 月 2４日(水)  
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第 66 回青少年読書感想文全国コンクール 

第 64 回西日本読書感想画コンクール 

 

図 書 だ よ り 

 

 

 

６月 

『廉太郎ノオト』 

ライバル、友人、恩師に導かれ、瀧廉太郎は日本に西洋音楽を響かせることを夢み

る――。明治時代を駆け抜けた天才音楽家の甘く苦い青春小説。音楽の教科書でお

なじみの瀧廉太郎が本書の主人公。読みどころ（の一つ）はなんと言っても、天才

ヴァイオリン少女との鬼気迫る合奏シーン！ 音楽家を志しながらどこか控えめ

だった廉太郎が、目を覚ます様は必見です。 

 

『フラミンゴボーイ』   

一枚のゴッホの絵をきっかけに訪れた南仏で青年が遭遇した不思議な体験。それ

は、ナチスへの恐怖が残る第２次世界大戦の末期、フラミンゴと話ができる少年

とロマの少女の感動物語です。 

 

『キャパとゲルダ：ふたりの戦場カメラマン』 
生きるために…二人のカメラマンは戦場に向かった。夢と理想を支えに、革命の前線に身

を投じた二人の青年。写真…それは、生き延びるための切符だった。激動の 1930 年

代、スペイン内戦を世界に伝えた二人のカメラマン、キャパとゲルダ。若き二人の青春ド

キュメンタリー。 


